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ブドウは品種改良によって得られた種⼦を⽣育する際に低温処理を
⾏い、発芽を促進します。ですが、この処理には多くの時間を必要
とします。そこで私は、種⼦から直接カルスを誘導することで、１
つの種⼦から低温処理を⾏わずに⼤量の植物体を得ることができる
のではないかと考え、実験を⾏いました。

＜序論＞

＜材料＞
市販の巨峰および園芸⾼校果樹部栽培のマスカット・オブ・アレキ
サンドリア、マスカット・ベリーＡの3品種から得られた種⼦を実
験材料として使⽤した。

アレキサンドリア ベリーＡ

＜⽅法＞

【実験２】種⼦圧砕実験
植物ホルモンにNAA、2,4-D、BA、カイネチン、GA3を⽤いた。植
物ホルモンの濃度を1 mg / L に調整したMS培地に圧砕した種⼦を
植え付けて８週間観察した。

【実験１】種⼦殺菌実験
７０%エタノールに１０ 秒浸漬後、１%アンチホルミンに０分〜
２０分に分けて浸漬し、殺菌を⾏い、フリーのMS培地に植え、そ
の種⼦の⽣育に与える影響を２週間観察した。

【実験３】圧砕種⼦光環境実験
光環境を強光・普通光・暗⿊の３区分に分けてNAAを1 mg / L に
調整したMS培地に圧砕した種⼦を植え付け、８週間観察した。
【実験４】不定芽誘導実験①〜③
カルスを３㎜程度に分割し、植物ホルモンの濃度をそれぞれ0、
0.01、0.1、1.0mg/Ｌに調整した培地に植え付け、８週間観察し
た。

【実験７】不定芽光環境実験
カルスの光環境を強光（⼤）・強光（⼩）・普通光・植物育成光の
４区分に分けて濃度をカイネチン 0.1mg/L 、GA 1.0mg/Lに調
整したMS培地に植え付け、８週間観察した。

＜まとめ＞
• 種⼦殺菌において、10分処理区以降からは殺菌が⼗分できて

いると考えられる。
• カルス誘導には、ＮＡＡが⼀番有効である。
• 不定芽誘導において、カルスの葉緑体形成は⾏われているが

不定芽誘導は⾏われていないため、誘導には別のホルモンが
有効であると考えられる。

• 光環境は不定芽誘導において、影響しにくいと考えられる。
※葉緑体形成が不定芽誘導実験②、③と変わらないため
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実験１︓種⼦殺菌実験
0分処理区に3本、5分処理区に1本雑菌が繁殖していた。10分処理
区以降からは、雑菌は繁殖していなかったが種⼦の発芽を確認する
ことは出来なかった。

雑菌繫殖試験管数

時間 処理種子数 (日 *日 +,日 -.日
/ 0 1 / / /
0 0 / - / /
-/ 0 / / / /
-0 0 / / / /
2/ 0 / / / /

雑菌繁殖試験管数

＜結果＞

実験２︓ 種⼦圧砕実験
アレキサンドリアは、ＮＡＡを添加した培地で2週⽬に1本、4週⽬
と8週⽬に２本ずつの合計5本がカルスを形成し、２，４－Ｄを添加
した培地では2週⽬で1本のみカルスを形成した。ベリーAはいずれ
の区分もカルスを形成していなかった。

植物#$%& 処理種子数 ,週目 /週目 0週目 1週目
234 56 7 7 7 7
899 56 5 : : 6
;9 56 7 7 7 7

<=>3& 56 7 7 7 7
?@AB& 56 7 7 7 7
,C/DE 6 7 5 5 5

?$F化種子数

アレキサンドリアのカルス形成数

実験３︓圧砕種⼦光環境実験
アレキサンドリアいずれの区分もカルスを形成していなかった。ベ
リーＡは６週⽬に強光、普通光で１本ずつカルスを形成した。

ベリーAのカルス形成数

光環境 処理種子数 )週目 ,週目 -週目 .週目
強光 01 1 1 0 0
普通光 01 1 1 0 0
暗黒 01 1 1 1 1

678化種子数

実験７︓不定芽誘導光環境実験
どの培地でもカルスは肥⼤化したが、不定芽の誘導はできなかった。
最も肥⼤化していて葉緑体が多かった区分は、強光（⼩）区分だっ
た。

初⽇

８週⽬

実験４︓不定芽誘導実験①〜③
どの培地でもカルスは肥⼤化したが、不定芽の誘導はできなかった。
最も肥⼤化していて葉緑体が多かった区分は、

カイネチン 0.1㎎/L、GA 1.0㎎/Lだった。


